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　ショパンの《前奏曲集》作品28は、24曲から成るピアノ曲集である。紀
要の紙数制約のため分割掲載をしてきており、これまで4回の論文※２で
合計20曲を取り上げた。今回は残り4曲を発表する。
Ⅲ　《前奏曲集》作品28より楽曲分析
　分析をするにあたり、記号の説明を書き示しておく。 
⑴どの和音のどの構成音も隣接音度へ一時的にゆれることがある。これ
を構成音の転位といい、上にゆれれば上方転位（上転）で と表し、
下にゆれれば下方転位（下転）で と表す。本来は 、 と表すのが
正式だが、ここでは構成音の番号は省略する。
⑵転位に対して、構成音の元の位置を定位という。定位も転位も構成音
の位相と捉えられる。
⑶ 、 は２次転位を表す。つまり上転の上転が 、下転の下転が で
ある。
⑷同一構成音の転位と定位（原位）の関係を示す１個の時間対は の
記号で表す。
⑸音階のどの音度も半音（増１度）上下にずれることがある。これを音
度の変位といい、上方変位（上変）を↑、下方変位（下変）を↓で表
す。変位に対して、音度の元の位置を正位という。正位も変位も音度
の位相と捉えられる。
⑹転位と変位が結びつくことがある。その場合、 は下転の上変、 は
上転の上変、 は下転の下転の上変、 は上転の上転の下変を表す。
※１分割掲載のため、重複する個所は省略したので、Ⅰはじめに　ⅡChopinのピア
ニズムについて　Ⅳ結び　については、初回の論文を参照されたい。
※２前回までの論文は『「ゆれ」と「かげり」から見たChopinの《前奏曲集》作品28』
　 楽曲構造とピアニズムの分析 　
『白鷗大学論集』第26巻第２号,2012年３月
『白鷗大学論集』第27巻第２号,2013年３月
『白鷗大学論集』第28巻第２号,2014年３月
『白鷗大学論集』第29巻第１・２合併号,2015年３月
前回までに24曲中、第１、２、３、4、５、６、７、８、９、10、11、12、
13、14、15、16、17、18、19、21番の楽曲分析を行った。
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第20番
　荘厳な雰囲気から葬送の印象を受ける。わずか13小節の曲である。
　形式はＡ、Ｂ、Ｂ' で、一貫したリズムオスティナート（　　　　）が用 
いられている。
Ａ（第１～4小節）
　第１小節はc-mollのⅠ−　7−　7−Ⅰのカデンツで始まる（譜１）。野辺
の送りの場面を想像する。第１、２小節間の旋律線は下向きで、葬送の
重い足取りを描写し、第３、4小節での上向きラインは、死者の魂が地
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上から天に向かって行く様子にも解釈できる。
　第２小節は第１小節が３度下がって　調のAs-durに移調されている。 
一時的に陽転する。第３小節で c-moll に戻り、第4小節では　調の
G-durに再び陽転する。
　　　（譜１）
Ｂ（第５～８小節）
　Ａとは色彩がガラリと変わり、柔らかい音色で天使が静かに舞い降り
てくるような印象を受ける（譜２）。旋律は、なだらかな下行線を描き、
強弱記号も で書かれている。
　　　（譜２）　 
　左手の半音下行（ラメント音型）は、第５小節では全てⅠの半音経過
として捉えるので機能はＴである。第６小節で、D2　Dの機能になる。
この２小節間の内声のゆれ（ソララ↑ファソソ↑ファソ）を意識したい。
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　第７小節は冒頭のカデンツと類似しており、第８小節ではドミナント
進行が使われる。ナポリの の響きが美しいが、ここは第２小節の （Ⅰ
）と同じである。第７、８小節は再び地上での野辺の送りの場面である。
Ｂ'（第９～13小節）
　Ｂのリピートである（譜３）。第９、10小節は、強弱記号が で書か
れているので、更に高みから、天使が魂を迎えるために降りてくる様子
を想像する。第11、12小節は、埋葬場までたどり着いた人々の悲しみが
最高潮に達する。書かれたcresc.が物語っている。最後のⅠは、魂が一
足飛びに天に召されたかと想像する。
　　　（譜３）
最後に分割譜を載せる。
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第22番　分析楽譜を載せる。
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　この曲から、激しい競馬レースを想像する。緊張感、不安定感、力動感
が感じられる。この曲の基本はリズム関係（a
アルシス
rsis（上拍）【注１】とt
テ ー シ ス
hesis（下
拍）【注２】）である。還元ではリズム関係は隠れてしまう。
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　この曲の主旋律は左手（バス）なので、左手を抜き出してみた。バスだ
けを見ると音型aとb（a反）の組み合わせや反復が１小節→２小節→4小
節・・・のように倍数関係で進んでいることが分かる。アルシス、テーシ
スの音型（Ａ、Ｔ）も記入した。以下に音型記号の説明をする。
ｗ…付点リズム　a…掛留後下がって上がる音型　b…掛留後上がって下
がる音型　c…８分音符に4分音符が混入した下行音型　c' …cのvar.
x…８分音符で同音を打つ音型　ｙ…８分音符だけの下行形　ｙ' …8分音
符だけの半音下行形　　k…カデンツ　　k' …kのvar.　ｚ…終止音型
−169−
「ゆれ」と「かげり」から見たChopinの《前奏曲集》作品28
−170−
福　田　由紀子
　右手（上声部）は和声+リズムである。
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　次にアルシス、テーシスと主旋律の音型を書き込んだ譜面を載せる。
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Ａ　（アウフタクト～第16小節） 
　（アウフタクト～第８小節）
　g-mollで左手の誘い出し（音型ｗ）から始まる（譜１）。大きく鞭を振り
上げ、勢いよく打ち下ろす騎手の姿勢を音型ｗで表した。冒頭のｗは第
１小節から始まりゴールにまで至る疾走全体のa
アウフタクト
uftactと取り、曲全体
の前に置いた。曲中あと２回出てくる音型ｗは、疾走中の更なる追い上
げのための鞭打ちと考え、冒頭のｗとはレベルが異なると考える。冒
頭のｗはa
アルシス
rsis（上拍）である。付点リズムで書かれているので、いきな
り速いテンポで弾くことは不可能であり、ポコ・ソステヌートで始まる。
次の強拍t
テ ー シ ス
hesis（下拍）へ向かって緊張が高まる。第１小節からは、解き
放たれた疾走（モルト・アジタート）である。
　左手のアルシス→テーシスから始まり、これに右手のアルシス→テー
シスが遅れて被さりだんだん切迫していく。これは緊迫ストレットであ
る。競走馬の追いつ追われつする情景を思い浮かべる。
　右手は、倚和音の解決（緊張→弛緩）がそのままアルシス→テーシス
になっていて、譜面には が付けられている。
　バスには掛留が使われてリズミックな音型である。２小節ずつが対に
なって構成されている。
　第８小節後半の左手（音型ｗ）はアルシスで16分休符の入った付点リズ
ムで書かれているため、ここも演奏の際は、ポコ・ソステヌートになる。
鞭を大きく振り上げて打ち下ろすまでの一呼吸である。
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　　　（譜１）
（第９～16小節） 
　第９～12小節は、第１～4小節を１オクターブ上で反復している（譜
２）。第９小節から再びストレットで疾走する。
　Ａの最終段階（ccc'c'ｙ' ）でギャロップリズムに変わるが、Ｂの
曲想の先取りである。ギャロップリズムは、馬蹄が激しく土を噛み、砂
埃を巻き上げながら、急速な等時リズムを刻む時に生まれる。第15小節
から８分音符で切れ目のない等時リズムが続く。
　第13小節の左手の音型cは、第14小節で２度下に反復されて、ここ
から 調のc-mollに転調する。一過性の短い転調であるが前後の主調
g-moll から、はっきり区別される。Ｂへ移行するための経過転調と捉え
る。第13小節の左手からは掛留がなくなり、4拍目に倚音のアクセント
が付く。掛留も、倚音も共に強拍に不安定が置かれるという意味では同
じであるが、叩きつける倚音の方が緊張感は増す。
　第16小節の２拍目の 91をエンハーモニック転換して 37（譜３）、この
半音経過転調を経てＢのナポリ調のAs-durへ転調する。
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　　　（譜２）
　　　（譜３） 
Ｂ　（第17～34小節） 
　（第17～23小節）
　Ｂ全体がギャロップリズムである（譜4）。Ａは緊迫ストレッタであっ
たが、Ｂでは絶えず蹄の音が聞こえるギャロップリズムに変化して、 
レースの追い上げは一段と熱を帯び、Ａ以上に疾走の度合は強まる。
　第17小節はAs-durで始まるが、第20小節の後半～第21小節の前半に
経過的にc-mollが出てくる。しかし、第21小節の後半ですぐg-mollに
戻ってしまう。右手は第20小節からAs→G→F→Fisと動く。本来なら第
21小節の１拍目をg-mollの 37 にしたいが、そうすると右手の半音上行
（F→Fis）が失われてFis→Fisの動きになるので、それを避けるために
経過的にc-mollを出したのではないかと考える。
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　第17小節から２小節１フレーズのD2　D　Tの動きを２回繰り返す。
音型は２小節ずつ対になっているが、調は4小節ずつ対である。
　第23～24小節はⅠ− −Ⅱ7− 7の終止形であるが、Ⅰに行かずに第
25小節からもう一度、第17～24小節の反復をする（譜５参照）。バスは 
ギャロップ（急速等時リズム）の代わりに大きなリズム（ｚｚ）で堂々
と動く。しかし上声部（右手）も含めた全体はギャロップリズムが保た
れる。
　　　（譜4） 
（第25～34小節）
　第17～24小節の反復であり、最後に２小節増える（譜５）。第31～34小
節ではD3→D2→D→Tを２回繰り返し、終止定型（ｚｚｚｗ）の最後
に再び鞭打ち音型ｗが登場する。最終疾走直前の調整で最後の鞭を振り
上げ、打ち下ろされる一打と共にCodaに入る。
　第30小節からのピウ・アニマート（もっと生き生きと速く）は最後の
K
K
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音型ｗ（ポコ・ソステヌート）を越えてゴールめがけて一気呵成に終わ
る準備として書かれている。
　　　（譜５） 
 Coda（第35～41小節）
　コーダに入り一気呵成にゴールに突入する（譜６）。
　第34～35小節は第１～２小節の再現であり、緊迫ストレッタに戻る。
第36～37小節は音型bの尻取りである。右手の音型はどんどん駆け上
がって行くのに対して、左手は終止を導くために同じ場所に留まってい
る。第36小節からの 2（Ｔ）はDに挟まれたゆれである。
　第39小節で右手が最高音に達し、左手はCis音でぐっと下がった箇所
が増６（ 91）でここがゴールである。
　第39～40小節前半の右手と左手のアルシス、テーシスの関係が逆にな
るが、和音でなくリズムの分析なので、このようなこともあり得る。第
40小節後半からはアルシス、テーシスの関係は両手とも統一する。最後
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まで緊張感を持続させている。
　　　（譜６）
次に全体区分図を載せる。
　この曲は、対照的な２部分Ａ（ストレット）、Ｂ（ギャロップ）から成る
が、最初の鞭打ち（音型ｗ）からゴールへの駆け込みまで、一続きの競馬
レースの様相を示している。
　この曲にはフォルテ以上の強弱記号しか書かれていない。
　最後に分割譜を載せる。
 
【注１】【注２】アルシスとテーシス　　
古代ギリシアの詩から派生した語で、アルシスは〈上げ〉、テーシスは〈下
げ〉を意味する。さらに転じて、アルシスは弱いアクセントあるいは弱拍、
テーシスは強いアクセントあるいは強拍を意味するようになった。
『標準音楽辞典：36』
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第23番　分析楽譜を載せる。
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　第22番と第24番に挟まれて、安らぎを感じる曲である。天使が舞ってい
るかのような印象を受ける【注１】。
a１（第１～4小節） 　
　F-durのⅠで始まる（譜１）。メインテーマは左手にある。
　左手第１小節のドソミの和音は上行分散型でこの曲のベースになって
いる。音型のほとんどはここから派生している。第２小節はソ↗ミとい
う大きな上行跳躍に続いて、ミ↘レと上部倚音が下行解決するソミレの
旋律である。何度も出てくる音型なのでこれをXとした。第３小節のソ
ドミレは、正確ではないがX縮小とした。
　一方、冒頭の右手の音型aはドドラが省略されてソミドラから始まっ
ている。アルシスで音型を切っていくので強拍からは始まらない。続い
て完全形の音型aが３回繰り返される。この音型の特徴はオクターブの
大きな上行跳躍に続く長い下行形（ド↗ド↘ラソミドラソ）であり、こ
の中に２回のドラソという倚音的なラの解決が繰り返される。倚音的な
ラは、ラ→ソと軽い感じを出している。
　第２小節では、このラ→ソが左手の音型Xのミ→レと呼応する。ミ→
レのミもそれ自体が倚音的である。4拍目の 7で右手は音型bに変化
する。音型bにはファ→（レ）→ミ、大きく捉えてファ→ミの音型が繰り
返される。
　第３小節はⅠ、 7、Ⅰ、 7が並んでいるが、これらの 7はⅠの中の
小さなゆれである。
　第4小節の３拍目は両手の音が、 B,Gis,A D,H,CD,H,C B,Gis,A とクロスして美し
いハーモニーを響かせている。B,GisはＡ音の連続倚音であり、D,HはC
音の連続倚音である。右手の２、３拍目は音型bの前半を利用している。
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　　　（譜１）
　この曲は旋律の上下のラインを描くことが出来る（譜２）。
　右手は、前半はaの波線の繰り返し（ Ａ ）、後半は少しへこみのあ
るbの波線の繰り返し（ Ｂ ）、そしてつなぎのラインである。
　左手は第２小節で大きな山型、第3小節は山型縮小型が２つで加速し
ている。第4小節は凸凹上行している。
　　　（譜２）
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a２（第５～８小節）
　a１を 調のC-durに移調している（譜３）。第８小節の２拍目から
調に変化して和音は 7
Ⅳ になる。 調の中での 7
Ⅳ は主調の 7と同じな
ので、右手の階名は主調と同じ読み方になる。
　第８小節の左手の２拍目に突然出てくるＢ音は、第９小節の１拍目の
左手Ａ音に解決する。
　第８小節の右手の３～4拍には、ラレラレラの面白い動きがある。第
９音のラが飛んで下がったり上がったりしている。左手は 7
Ⅳ で、右手
のラレはⅡなので、ここは の響きがする。しかし最後にシに解決して
7
Ⅳ の中に溶け込んでしまう。
　　　（譜３）
　上下のラインは次のようになる（譜4）。a１ より５度高い音域である。
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　　　（譜4）
a３（第９～12小節）
　a１を１オクターブ上で反復している（譜５）。第12小節の２拍目は
7
Ⅳ で、B-durの 7なので右手の階名はB-durで読む。左手のEs音は第13
小節のD音に解決する。第12小節の右手の３～4拍に再びラレラレラの
面白い動きが出てくる。和音は第13小節で になる。
　a２とa３は調が異なるだけで中身は全く同じである。
　a１～a３までは主調　 調　主調と、調レベルでゆれている。
　　　（譜５）
　上下のラインは次のようになる（譜６）。右手の第12小節３拍目からは、
原譜ではオクターブ記号で表されているが、ラインを正確な高さで描く
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ために加線の音符に書き直した。
　　　（譜６）
a4（第13～16小節）
　主調の から始まるが、B-durのⅠでもあるので、前小節からの続き
で階名はB-durで読む。第14小節からはF-durに戻る（譜７）。
　第14小節の右手には音型bに代わる音型が出てくる。音型a' とした。
　左手は上行分散和音だけになってしまう。第15小節の左手はソレソド
になっているが、本来のソレソシのシの代わりにドに掛留されている。
　第16小節の左手1拍目の倚音のF音はE音に解決、３拍目の倚音のＡ
音は右手のＧ音に解決する。F-E-A-G（ド→シ→ミ→レ）を音型X' とし
た。このド→シ→ミ→レは 7の和音の中で旋律がきれいに浮かび上が
る。最後のレは右手の分散和音にうまく組み込まれている。音型X（ソ
ミレ）も音型X' （ドシミレ）も の中で扱われている。
　第12小節２拍目から第17小節までは終止定型（ 7
Ⅳ 　 　 7　 7 　Ⅰ）
である。
　　　（譜７）
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　上下のラインは下のようになる（譜８）。左手は３回の上行線と山型
である。右手は波線だけである（ A'  ） 
　　　（譜８）
a５（第17～22小節）
　a１の旋律を繰り返す（譜９）。Ⅰ− 7を繰り返しながら急激に下行
して再浮上する。
　第21小節の３拍目は 7
Ⅳ である。左手３拍目のEs音は本来ならD音に
解決すべきであるが、この曲中では には解決せず、余韻を残したまま
終わりになる。この余韻は、次の曲（第24番d-moll）の主音Dに繋がり
ここに解決する。
　第21小節の左手３拍目にはX' と対称となる形が出てくるので、これ
をX' 逆とした。
　a4、a５はD2→D→Ｔと大きな終止を作っている。
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　　　（譜９） 
　上下のラインは次のようになる（譜10）。右手は最後に急降下して急
上昇する。左手もかなり高くなるが、最後に急降下する。
　　　（譜10）
−189−
「ゆれ」と「かげり」から見たChopinの《前奏曲集》作品28
　左手の音型分析とラインを書き込んだ譜面を載せる。
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　次に、右手の音型分析とラインを書き込んだ譜面を載せる。
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　分割譜を載せる。
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　F-durで始まった右手のa１のラインは、a２で５度上がり、a３で
は１オクターブ高くなる。a4はさらに4度上でaのラインとa' のラ
インを描く。a５はa4よりさらに５度高い。a１から数えると２オク
ターブ上に上がってラインを描いているが、後半は急降下、その後再浮
上して終わる。
　a、bの小さなラインのゆれが全体の大きなゆれを形作っている（図１）。
　　　（図１）
　全体区分図を載せる。
　この曲は前半（a１、a２、a３）がＴ　D　Ｔの調のゆれ、後半（a4、
a５）がD2　D　Ｔの大終止で出来ている。右手のラ→ソと左手のミ
→レが呼応している点など、左右の関連も密接である。
　曲中２回現れるEs音（第12、21小節）の響きはとても魅力的である。
特に最後のEs音の 7
Ⅳ が曲中では には解決せず、余韻を残して、次の
24番のd-mollの主音に解決しているのは驚きである。
【注１】
島岡はこの曲について、左手は平等院の光背を背負っている阿弥陀様、右手は軽
やかに飛び回る天女を想像させると述べている。
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第24番　分析譜を載せる。
−194−
福　田　由紀子
−195−
「ゆれ」と「かげり」から見たChopinの《前奏曲集》作品28
−196−
福　田　由紀子
−197−
「ゆれ」と「かげり」から見たChopinの《前奏曲集》作品28
　《24のプレリュード》の終曲でニ短調で書かれている。
　左手は地鳴り・震動、右手は間欠泉から勢いよく吹き上がる様子　沸き
立つ熱湯、巻き上がる水蒸気、そしてそれらが落下する様　世界最大級の
巨大火山であるイエローストーンを思い浮かべる。
　伴奏は終始同じリズム音型が使われているが、跳躍音型で弾きにくい（譜
１）。冒頭の左手を例にとると（譜１）の〇印の箇所が（譜２）のような１オ
クターブ上のD音やＡ音なら弾きやすいが、何故D音にこだわって１オク
ターブ以上の跳躍音型を用いたのか、という疑問が起こる。
　　　（譜１）　　　　　　　　（譜２）
　楽譜には、１小節に主音（D音）が4つ低音に書かれている（譜３）。こ
れをテクスチャー分解すると、4つのD音のリズムが明確になる（譜4）。
　　　（譜３）
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　　　（譜4）
　さらに左手の上声を還元すると、二重の異なる拍子（下が4拍子、上が
６拍子）が一緒になっていることが分かる（譜５）。4：６のリズムのずれ
がねらいであり、それがこの曲の激しさや情熱を表していると考える。和
音は変化するが最後までリズム音型は変わらない。演奏の際には4つのバ
ス音を意識したい。
　　　（譜５）　　
　旋律は変奏や変形を伴い、移調されて何度も繰り返されるので印象深い。
よく出てくる基本音型を抜き出して記号を付けた（譜６）。
　左手を聴かせる音型をoとする。aは下行音型、bは山型音型、cはト
リルを伴った転調の際に現れる音型である。dは属音から始まって属音に
終わる音型である。上行パッセージをX、下行パッセージをY、３度の下
行パッセージをZとする。類似する音型は細かく分類せずに同じグループ
で捉えた。
　　　（譜６）
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　音型をラインで描いてみると以下のようになる。
　次に旋律のライン譜を載せる。
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　次にテクスチャー分解譜を載せる。この後の還元譜と左手が異なるだけ
なので、Ａ１ だけ載せる。
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　次に還元譜を載せる。左手の分散和音を同時和音にした。
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Ａ1　（第１～19小節）
　d-mollで始まり、第10小節で 調のF-durに転調、第16小節で 調の
a-mollに転調している（譜７）。３度ずつ上がって行く構造であり、高
揚感がある。
　冒頭のoは、左手の4対６の複合リズムの、激しい地鳴り震動を聴か
せる。音型aと音型bを一緒に並べた旋律が、曲を通して繰り返し現れ
るテーマである。このテーマは属音（Ａ音）から始まり属音（Ａ音）に落ち
着く。第７小節からの音型aはリズムを変えた変奏である。第８小節の
音型bは力をためて更に高い所に跳ね上がるが、落ち着くところは、や
はり属音（Ａ音）である。
　第10小節の音型cから 調のF-durに転調する。音型cが２回続くが、
２回目の音型cの終わりも属音（C音）である。続く第14小節の上行音型
Xは巻き上がる噴水のごとく、属音を上げて第15小節で主音に持ってい
く。ここは 7−Ⅰの全終止になっている。
　第16小節から 調のamollに転調する。転調の時はいつもトリルのあ
る音型cが使われる。ここは第12小節の音型cが３度上に移調されたも
のである。
　第17小節からは音型Yと音型XでD　Ｔの全終止を作っている。第18
小節の音型Xは、a-mollの属音から吹き上げて主音に落ち着く。ここも
7−Ⅰの全終止である。
　音型Xも音型Yもショパン独特の長大な音階やゆれを組み込んだ分散
和音で書かれている。
　　　（譜７）
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　第１～９小節までの左手の分散和音のＡ音が4分音符で書かれている
が、これは主音だけでなく属音も強調するという狙いがあるのではない
かと考える（譜８）。冒頭の音型は主音が２個、属音が２個、中音が１個
から成る構成である。
　　　（譜８）
　バスは19小節間にD→C→F→E→Ａ音の５個だけなので、動きが少
ない（譜９）。
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　　　（譜９）
Ａ2　（第19～37小節前半）
　Ａ1 をそっくり 度上に移調している（譜10）。a-mollで始まり、第28小
節で 調のC-dur、第34小節で 調のe-mollにそれぞれ転調する。ここ
も３度ずつ上がって行く構造であり、高揚感がある。
　第36小節の音型Xは e-mollの減７のパッセージに変化しているが、属
音から主音に落ち着き全終止する。
　　　（譜10）
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　バスの動きもＡ1 と同様に少ない（譜11）。
　　　（譜11）
Ｂ　（第37後半～50小節）
　展開部のような挿入部である（譜12）。第37小節後半はe-moll、第38小
節で c-moll、第41小節で Des-dur、その後第50小節で d-moll にそれぞ
れ転調する。次のＡ' で d-moll に戻すための過程であると考える。ここ
には２回、多義的で曖昧な増３和音【注１】のエンハーモニック効果が感じ
られる。
　１回目は第38小節の前半の増３和音である。前の調からの続きで
e-mollのⅢ（G,H,Dis）かもしれない。しかし、ソプラノがＧ音を強調
しているし、第38小節でソプラノがソ→ラ→ソ、バスがミ→レ→ドと
動くので、ここは当然c-mollになる。バスのEs音を倚音と捉えると、第
38小節の分析はc： 27である。遡って、第37小節後半の右手のＧ音は、
e-mollの第３音ではあるが、アクセントが付けられて強調されているの
でc-mollの 音の先取りと解釈できる。
　２回目の増３和音は第47小節から4小節間続く。第47～49小節は 
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Des: 'Ⅰだが、第48小節のソプラノのＡ音はd-mollの 音を強調している
ように聞こえるし、そうなるとバスの Des 音も Cis 音に感じられて、
ここから d-moll のように聞こえる。和音の響きの中でEH転調が起こっ
ている。第50小節も増３和音の響きだが、バスが Cis 音になりF音を
未解決の倚音と捉えると分析はd: 1である。
　　　（譜12）
　バスはE−Es−D−C−Des−Cis−D音の動きである（譜13）。D−
C音以外は半音で動いている。
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　　　（譜13）
 
Ａ' 　（第51～77小節）
　再現的な終結部である（譜14）。全体はＴ（第51～52小節）　D2（第53～
56小節）　D（第57～64小節）　Ｔ（第65～77小節）の大終止になっている。
　第53小節は 27Ⅱで、第54小節は 29である。第55～56小節は３連符で二
重の半音階の下行であるが、これを半音経過と捉える。分析はバスが変
わっていないので先行和音のままである。半音経過の最後の３連符は増
６（ 29）の機能を残している。
　第57～59小節の音型dは、微妙に変化を付けながらオクターブ幅で１
オクターブ高く繰り返す。第61小節からは、 上のⅡ7の和音で音型b
を３回繰り返しながら下行して、 7−Ⅰに落ち着く。ここの音型bは
第53小節のⅡ7の音型bをもじっていると考える。
　第65小節で機能はＴに落ち着き、 の保続音が最後まで続く。Ⅰの中
で 9、 9へのゆれ（刺繍和音）が何回も繰り返される。第66小節の和
声は多調的な響きがする。右手はC-durの属７、左手はd-mollの減７、
つまり 上の３階建て
C：
 d：
7
9
Ⅰ
である。速くて聞き取りにくいが、一種
のクリスタル和音【注２】であり、左手のGis音と右手のＧ音の同時対斜が
魅力である。
　第74小節はＢ　Ａ　F　D音が６オクターブ近く下方のD音をめがけ
て一気呵成になだれ込む。第75～77小節は、８分の６拍子でなく4分の
３拍子的な書き方で、３個の超低音を叩きつける。
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　　　（譜14）
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　バスの動きは少ない（譜15）。
　　　（譜15）
次に全体区分図を載せる。
　調性構造はソナタ形式と似ている（図１）。Ａ1 をＡ2 が 上でそっくり
反復し、復帰過程を経て再現的な終結部Ａ' で終止する。この図はソナ
タ形式の調性だけを表した形であるが、第24番を当てはめれば（図２）の
ようになる。
　　　（図１）
　　　（図２）
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　冒頭のD音と終止のD音が強烈に鳴り響いている曲である。左手の地
鳴り震動を思わせる激しいリズム、右手の間欠泉から勢いよく湧き上が
る様子を想像させるパッセージに、ショパンのピアニズムが感じられる。
　Ｂでの増３和音の絶妙な用法や、Ａ' での導７（Ⅱ７）の和音の扱い、速
いパッセージの中で、Ｇ音の入った属７とGis音の入った減７が一緒に
響く、複調のような扱いにも魅力を感じる。
　最後に分割譜を載せる。
【注１】増３和音
総合和声473頁参照。古典派やロマン派では減７⇔減７、属７⇔増５−６の異名
同音的転義が用いられていたが、ぼかしの手法として増３和音⇔増３和音、増３
−4⇔増３−4の異名同音的転義も多用されていった。
　　《増３和音⇔増３和音》　　　　　
　１個の増３和音は３通りの異名同音的把握が可能である。
【注２】　クリスタル和音
「クリスタル和音」という言葉は島岡が創った言葉である。定義は今野哲也の「ク
リスタル和音の定義」より引用する。
「クリスタル和音」とは、減７の和音を原和音として、その構成音が長２度上方
転位し、偶成形体の「かたち」となった場合に生じる「ひびき」の名称である。
また、クリスタル和音を生じさせる長２度の上方転位音を「クリスタル音」と呼ぶ。
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